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６
月
８
日
（
日
）、
市
内
の
福
祉
委
員
を
対
象
と

し
て
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
78
名
が
参
加
し
、
講
師
に
は
福
井
中
央
北

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ―

の

見
鳥 

昌
代
氏
と
、
介
護
者
家
族
の
本
多 

良
彦
氏
を

迎
え
、
専
門
職
と
、
家
族
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

見
鳥
氏
か
ら
、「
認
知
症
を
自
分
事
と
し
て
備
え
、

新
し
い
認
知
症
観
に
転
換
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
認
知
症
観
と
は
、「
認

知
症
に
な
っ
た
ら
何
も
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な

く
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
、
希
望
を
も
っ
て
自
分

ら
し
く
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
考
え
方
で
す
。
認
知
症
の
方
々
や
家
族
を
見
守

る
上
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
「
大
丈
夫
か
な
？
」
と

い
う
気
づ
き
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ
た
視
点
を
学
び

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
多
氏
か
ら
は
、「
認
知
症
の
早
期
発
見

は
、
職
場
や
家
族
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
少
し

で
も
お
か
し
い
な
と
感
じ
た
と
き
に
、
本
人
の
家
族

に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
自
分
事
と
し
て
、
家
族
や
ご
近
所
同
士
、

ま
た
専
門
機
関
な
ど
、
地
域
全
体
で
関
わ
る
こ
と

や
、
地
域
で
の
居
場
所
づ
く
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
介
護
者
家
族
の
話
を
聞
き
、

認
知
症
が
よ
り
自
分
事
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
」、「
認

知
症
や
高
齢
者
の
方
を
や
さ
し
く
見
守
る
心
構
え

を
学
べ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
、
日
頃
の
見

守
り
活
動
を
振
り
返
り
、
認
知
症
観
を
改
め
、
今

後
の
福
祉
委
員
活
動
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
福
祉
委
員
の
方
と
も
情
報
を
共
有
し
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
地
域
の
一
員
と
し
て
役
割
を

持
ち
、
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆福井市社協のホームページからバック
　ナンバーをご覧いただけます

福祉委員スキルアップ研修会　開催福祉委員スキルアップ研修会　開催
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湊
地
区
社
協
で
は
、
地
区
社
協
活
動
の
良
さ
を
ど

う
広
げ
て
い
く
か
な
ど
に
課
題
感
を
感
じ
、
今
年
度

か
ら
「
親
子
で
地
域
福
祉
活
動
に
参
加
で
き
る
企
画
」

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
７
月
５
日
、
ま
ず
は
、
福
祉
委
員
と
民
生

委
員
・
児
童
委
員
自
身
の
「
福
祉
活
動
の
楽
し
さ
や

や
り
が
い
」
に
気
づ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
各
班
に
分
か
れ
て
、
普
段
の
活
動
で
知
り

合
い
が
増
え
て
つ
な
が
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
た

り
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
区
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
の

人
た
ち
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

い
た
な
ど
意
見
交
換
し
、
活
動
で
大
切
に
し
た
い
こ

と
、
ど
ん
な
湊
地
区
に
し
た
い
か
な
ど
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ
く

こ
と
の
で
き
る
近
所
付
き
合
い
を
し
た
い
」、「
日
頃

の
挨
拶
か
ら
、
支
え
合

い
、
助
け
合
い
、
絆
の

深
ま
る
地
区
に
し
て
い

き
た
い
」
等
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
子
ど
も
と

参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
考
え
て

み
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
再
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。

　

和
田
地
区
社
協
で
は
毎
年
、
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
剤
で

あ
る
「
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
」
を
高
齢
者
宅
や
児
童
ク
ラ

ブ
等
の
施
設
に
配
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
行
わ
な
い
期
間

で
も
、
高
齢
者
の
方
の
様
子
を
見
守
る
機
会
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
５
月
10
日
に
和
田
公
民
館
に
、
社
協
役

員
、
福
祉
委
員
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
保
健

衛
生
推
進
員
が
集
ま
り
、
約
１
８
０
０
個
の
ゴ
キ
ブ

リ
団
子
を
約
１
時
間
で
完
成
さ
せ
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
配
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
区
の
方
か
ら
は
「
和
田
地
区
か
ら
ゴ
キ
ブ
リ
が

い
な
く
な
っ
た
」
と
毎
回
好
評
で
す
。

　

活
動
を
通
し
て
、
ゴ
キ
ブ
リ
が
減
る
だ
け
で
な

く
、
地
区
内
で
の

顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
に
も
さ

ら
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

河
合
地
区
で
は
今
年
６
月
２２
日
、
市
総
合
防
災
訓

練
に
合
わ
せ
て
、
福
祉
委
員
が
町
内
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
安
否
確
認
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
当
日
、
福
祉
委
員
の
毛
利
純
子
さ
ん
は
、
３

人
の
お
宅
に
訪
問
し
「
訓
練
で
す
が
、
一
緒
に
避
難

所
に
行
き
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
、
一
次

避
難
所
の
川
合
鷲
塚
集
落
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
歩

い
て
向
か
い
ま
し
た
。

　

一
緒
に
避
難
行
動
を
さ
れ
た
毛
利
さ
ん
は
、「
一

人
で
避
難
所
へ
行
く
よ
り
誰
か
と
行
動
す
る
の
は
心

強
か
っ
た
。
こ
の
先
、
年
を
重
ね
る
と
一
人
で
避
難

で
き
る
か
は
わ
か
ら
な
い
し
、
近
所
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
」。
ま
た
、
毛
利
純
子
さ
ん

か
ら
は
、「
訓
練
と
い
う
き
っ
か
け
で
訪
問
し
、
お

話
が
で
き
た
方
も
い
て
よ
か
っ
た
。
今
後
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
等
も
増
え
る
の
で
声
を
か
け
合
う
こ

と
は
必
要
で
、
こ
う
し
た
訓
練
は
大
切
だ
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

湊
地
区
社
協

和
田
地
区
社
協

河
合
地
区
社
協

福
祉
委
員
と
民
生
委
員
合
同
の

　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に

　
　
　
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
の
配
付

防
災
を
意
識
し
た

　
　
　
　
見
守
り
活
動

市内４９地区社協では、福祉委員や民生委員・児童委員などと連携し、各地区の気がか
りな方の見守り活動を行っています。今回はその取り組みについてご紹介いたします。

いろんなカタチの見守り活動いろんなカタチの見守り活動
市内４９地区社協では、福祉委員や民生委員・児童委員などと連携し、各地区の気がか
りな方の見守り活動を行っています。今回はその取り組みについてご紹介いたします。



　ICT（Information and Com-
munication Technology）とは、
情報処理や通信技術の総称であり、
その活用により、業務の効率化やイ
ンターネットを利用した情報共有・
円滑なコミュニケーション等の効果が
期待されています。

　地区社協運営に役立つ手法を学ぶため、地区社協役員を対象とした、ICT 活用研修
会を 8 月 5 日、6 日、7 日の 3 日間に分けて開催し、２１地区３６名が参加されました。
　当日は、市社協職員が講師を務め、参加者が自身のノートパソコンやスマートフォン
を持ち込み、実際に操作しながら、Google フォームとグループ LINE の活用方法に
ついて研修を行いました。
　参加者からは「普段GoogleフォームやLINEを使用していても、知らない機能があっ
た」、「今後積極的に利用し、地区の中で使えるようになりたい」等の声があり
ました。
　今後も地域福祉活動の更なる円滑化と効率化を推進していくための情報を発
信してまいります。

地区名
木 田
　豊　
足 羽
　湊　
春 山
宝 永
順 化
松 本
日之出
　旭　
日 新
清 明
東安居
社 南
社 北
社 西
麻生津

あ
た
ご

不　

死　

鳥

み　

な　

み

光

　会 長 名
平　　重道
山田　耕一
笈田　信幸
梶本　重成
島川　由美子
松成　嘉實
村田　眞一
黒川　俊枝
毛利　茂則
重久　修造
中川　忠洋
奥村　清治
松山　昭一
内田　佳次
吉田　晴美
今冨　廣子
辻森　直邦

地区名
和 田
円 山
啓 蒙
岡 保
東藤島
西藤島
中藤島
河 合
森 田
明 新
安 居
一 光
殿 下
越 廼
清水西
清水東
清水南
清水北

　会 長 名
清川　忠幸
吉岡　和子
道端　利枝子
吉村　義昭
野路　次夫
手鹿　賢則
白﨑　和子
橋本　正夫
三澤　高信
加賀　のぞみ
牧野　　忍
竹田　法英
長谷　孝雄
山本　正男
野村　藤孝
鎌田　正弘
荒井　彦一
白﨑　俊雄

あ　

ず　

ま

九　

頭　

龍

地区名
大安寺
国 見
　鶉　
　棗　
鷹 巣
本 郷
宮ノ下
酒 生
一 乗
上文殊
文 殊
六 条
東 郷
美 山

　会 長 名
田安　敏男
刀祢　茂美
清川　清治
宇佐美　敏男
丸山　喜美恵
松並　久太夫
小西　安一
宮浦　知恵子
朝倉　由美子
増永　秀一
乗川　重一
寺横　紀廣
前川　まゆみ
辻本　治男

川　
　

西

足　
　

羽

★

★

★

★新任の会長

★

★

★

（敬称略）

【 I C T って？】

令和７年度　各地区社協会長の皆様
（令和７年８月１日現在）

普段の活動を
　よりスムーズに！

（3）



（4）

　

森
田
地
区
は
現
在
居
住
人
口
増
加
地
区

に
な
っ
て
、
小
学
校
は
福
井
県
１
位
の
生

徒
数
に
な
り
、
ま
も
な
く
２
校
化
さ
れ
ま

す
。
森
田
中
学
校
が
「
九
頭
竜
中
学
校
」
と

し
て
移
動
新
築
さ
れ
、
中
学
校
跡
が
「
森

田
東
小
学
校
」
と
し
て
誕
生
し
ま
す
。
高

齢
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
住
ん
で
い

る
高
齢
者
に
加
え
て
、
転
入
さ
れ
て
く
る

方
が
親
と
同
居
さ
れ
る
家
庭
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

地
区
社
協
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
福
祉
委
員
、
保
健
衛
生
推
進
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
さ
ざ
な
み
会
員
４

団
体
の
協
力
を
得
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

敬
老
会
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
76
歳
以
上
の
方
へ
の
訪
問
、
出
席
の
ご

意
向
を
伺
い
、
当
日
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
福
祉
委
員
に
加
え
、
一
昨
年
か
ら

は
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
得
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
は
、
ふ
れ
あ
い
健
康
フ
ァ
ミ
リ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
中
断
し
て
い
ま
し
た

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

　
通
じ
る
ふ
れ
あ
い
福
祉
」

が
、
今
年
度
は
４
月
に
九
頭
竜
川
河
川
緑

地
で
高
齢
者
と
の
触
れ
合
い
を
深
め
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
開

催
し
ま
し
た
。
森
田
中
学
１
年
生
や
医
療

関
係
者
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
方
々
の
協
力

に
よ
り
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
新
し
い
取
り

組
み
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
社
協
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
、
高
齢
者

と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
増
や
し
て
い
き

な
が
ら
「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

森
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

三
澤　

高
信

パ
ネ
ル
・
専
門
委
員
に
よ
る
健
康
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
一
日
交
流
会
」
に
は
多
く
の

参
加
者
が
あ
り
、
温
泉
施
設
に
出
向
い

て
、
入
浴
や
昼
食
を
囲
み
な
が
ら
日
頃
の

身
体
や
心
を
癒
し
楽
し
い
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
文
殊
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
参
加

者
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
年
齢
制

限
な
く
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う

な
内
容
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ

ど
も
た
ち
に
も
福
祉
活
動
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、
自
治
会
連
合
会
・
各
種
団
体

な
ど
と
力
を
合
わ
せ
、
元
気
で
明
る
い
充

実
し
た
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

文
殊
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

乗
川　

重
一

地
区
社
協
の
活
動
と
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す

地
区
社
協
の
活
動
と
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す

第21回

　

文
殊
地
区
は
福
井
市
の
南
部
に
位
置

し
、
県
内
有
数
の
登
山
者
が
多
い
文
殊
山

を
仰
ぎ
見
る
田
園
風
景
の
広
が
る
自
然
豊

か
な
地
区
で
す
。
奈
良
時
代
の
地
図
に
も

あ
る
東
大
寺
荘
園
の
「
糞
置
荘
」、
泰
澄

が
文
殊
山
を
開
く
と
き
井
戸
を
く
ま
れ
文

殊
菩
薩
を
祀
る
こ
と
を
お
告
げ
さ
れ
た
と

い
う
「
文
殊
井
笥
」、
平
安
中
期
以
降
に

つ
く
ら
れ
た
国
の
重
要
文
化
財
「
十
一
面

観
音
立
像
」
な
ど
の
歴
史
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

地
区
社
協
で
は
、
自
治
会
及
び
公
民
館

で
の
デ
イ
ホ
ー
ム
（
文
殊
い
き
い
き
サ
ロ

ン
）
を
始
め
、
福
祉
委
員
に
よ
る
安
否
確

認
を
兼
ね
て
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
よ
る
月
１
回
の
見
守

り
、
年
末
は
絵
手
紙
を
発
送
し
、
年
明
け

に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
訪
問
し
声

か
け
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
が
一
堂
に
集
ま
る
事
業
と
し

て
「
敬
老
会
＆
福
祉
ま
つ
り
」
を
児
童
の

和
太
鼓
演
奏
、
児
童
館
の
こ
ど
も
た
ち
の

ダ
ン
ス
、
福
井
南
高
校
の
生
徒
に
よ
る
健

康
体
操
、
抽
選
会
、
作
品
の
展
示
・
活
動

第21回

　
「
充
実
し
た
福
祉
活
動
で

　
　
　
住
み
た
く
な
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

ふれあい健康ファミリー
　ウォーキング大会の様子

絵手紙作成の様子

森
田
地
区

文
殊
地
区


	musuhira58_p1
	musuhira58_p2
	musuhira58_p3
	musuhira58_p4

